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─実験を重ねた結果はいかがですか。
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■研究最前線

■優れた表面硬化法＝プラズマ窒化法
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■プラズマ窒化法の長所と欠点

─プラズマ窒化法のメリットは？
 

Research Front Line

─それにもかかわらず、あまり普及しない理由は？
 

 

Arcing

Edging effect

Hollow cathode effect

■処理材表面ではなくスクリーンで放電

─プラズマ窒化処理の欠点を解消できるアクティブスクリー
ンプラズマ窒化処理とは？
 

アクティブスクリーンプラズマ窒化処理の研究

 
　西本 明生 准教授

硬化層を均一に形成する
新プラズマ窒化技術

■既存のプラズマ窒化炉が使える新技術

─アクティブスクリーンプラズマ窒化処理は、世界や日本で
どの程度行われているのですか。
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─研究開発で難しかった点、そして今後の課題は？
 

 

アクティブスクリーンプラズマ窒化処理のメカニズム

窒化処理後の試料の外観と
試料表面の直径方向の窒素濃度分布
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